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2Hp-2　　　調理簡便化に与える栄養・運動・休養の意識

　　　　　　　九州女大家政　　　○武藤　慶子　　石松　成子

【　目　的　】　食生活は多様化の傾向を示し、食事の外部化及び調理簡便化は私たちの

　1974年からの一連の調査研究からも年次的な推移により簡便化は･進んでいることがわか
　る。今回の調査は、ライフスタイルの変化の中、健康作りの３要素である、栄養、運動、

　休養の意識が、調理簡便化にどのような影響をあたえているのかを検討した。

【　方　法　】　平成５年｡5月に北九州市に在住する調理担当者2 12名に自己留置法に

　よるアンケートを実施した。内容は、属性の把握、食事作りにたいする意識、健康維持

　習慣（栄養ｉ運動・休養）意識の把握、50料理の調理簡便化の把握をおこなった。
【　結　果　】　①　調理担当者の属性は平均年齢39.7±7.60歳であり、専業主婦が49.1

　％.有職者は42.5　％で核家族は75.0％であり、平均家族数は4.3±1.8人であった。

　②　調理担当者が食事作りで考慮していることは、栄養の31.6％、味の25.8％献立の組

　み合わせ24.0％であった。調理簡便化の促進因子であるインスタント食品の使用目的は、

　手軽さ43.8％、時間の短縮39.5％であった。　③　健康維持習慣意識の世帯別平均は、

　栄養得点3.64土0.52、運動得点3.19士0.67、休養得点3.62±0.65であり、それぞれの意
　識は高い傾向にあった。　④　調理簡便化をしめす加工食品導入度の全世帯平均2.18±

　0.44　であった。　⑤｀調理簡便化の進んでいるの料理は漬物類、シュウマイ、プリン

　等であり、調理簡便化の進んでいない料理である手作り志向の高い料理はすまし汁、肉

　じゃが等であった。　⑤　健康維持習慣意識のうち、栄養得点と加工食品導入度に関連

　がみられた。

2Hp－3 調理済み・半調理済み食品の利用状況とイメージ
ー新潟県における平成2年と5年調査の比較一
新潟大教育　○高橋洋子、勝田啓子

　目的：　平成2年6月、調理済み・半調理済み食品の利用状況とイメージを尋ねるアンケ

ート調杏を大阪・広島・山口・新潟で行い、新潟については他の3地域と異なる傾向が認|め

られた。調査後3年が経過し、これらの食品をとりまく環境の変化も予想されるため、平成

5年7月に同様の調査を行った。本報では、新潟県における2回の調査の結果を比較する。

　方法：　市販のそう菜、持ち帰り食品、冷凍食品、インスタント食品、レトルト食品の

5食品について、代表的な品目を数種ずつ示し、利用状況(頻度・用途)を尋ねた。イメー

ジは、各食品につき3答以内の｢連想する言葉｣を記述してもらい、回答を使い勝手・味・

経済性・品質衛生・汎用性・心理面・その他の7項目で‘それぞれ十・± ･ －に分類した。調

査対象は大学生の子をもつ母親とし、回答者数は平成2年518、平成5年144であった。

　結果：　そう菜の酢の物・白あえ類と漬け物類、冷凍食品のコロッケ類と揚げ物(オー

ブントースター使用)とピラフ・焼飯類、インスタント食品のスープ類などは、利用の増

加が明らかであった。用途については、前回と同様の傾向にあり、冷凍食品とレトルト食

品のうち数種は、弁当が主な用途となっていた。イメージでは、5食品とも十イメージが有

意に増加し、冷凍食品以外の4食品についても、十イメージ総数がーイメージ総数を上回る

ようになった。項目別に見ると、次の事項に有意差が認められ、十イメージ優勢の背景と

考えられた；‥･そう菜：使い勝手(+･)の増、心理面(+)の増、味(-)の減、持ち帰り食品：

使い勝手(+)の増、使い勝手(-)の減、冷凍食品：汎用性(+)の増、インスタント食品：味

(+)の増、経済性(＋)の増、汎用性(-)の減、レトルト食品：汎用性(+)の増。
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